文部科学省 私立大学研究ブランディング事業（令和元年度）

工学院大学総合研究所 都市減災研究センター（UDM）業績報告書
テーマ３　中島裕輔、横山計三、富樫英介（建築学部）
水野　修（情報学部）、野呂康宏（工学部電気電子工学科）

査読付き論文
1. Togashi, E., Yamamoto, Y., Miyata, M., The first world championship in cybernetic building optimization, Journal of Building Performance Simulation, International Building Performance Simulation Association (IBPSA), 2020/4
2. 田島氷河，水野　修, 小型自立移動式災害対策支援ユニットにおける重み付け被害情報優先共有方式,  電子情報通信学会論文誌B Vol.J104-B,No.7,2021年7月（採録決定）.
国際学会論文（査読付も含む）

1. Hodaka Tokita, Yusuke Nakajima: A Research on New Type of Local Information Dissemination System (D-ZEV System), 2021 International Symposium on Advanced Technology (ISAT-19), 2021.1

2. Hodaka Tokita, Yusuke Nakajima: Development of an environmental and disaster prevention information system, Journal of Asian Urban Environment, Annual2020, pp.483-486, 2020.12

3. Hodaka Tokita, Yusuke Nakajima: A study on the construction of environmental and disaster prevention information systems available in any time around large railway station areas, BEYOND 2020 – World Sustainable Built Environment conference, 2020.11
口頭発表

1. 松浦シオン、鴇田穂高、増田彩加、中島裕輔：学校施設における避難スペースの空調・換気設備等の整備実態に関する調査研究、日本建築学会関東支部研究報告集、2021年3月

2. 吉川哲人、鴇田穂高、片瀬智史、中島裕輔：都市再生安全確保計策定地域における課題分析に関する詳細研究、日本建築学会関東支部研究報告集、2021年3月

3. 鴇田穂高，中島裕輔：大規模駅周辺における平常時・非常時に機能する環境・防災情報システムの構築に関する研究，空気調和・衛生工学会大会学術講演論文集，2020年9月

4. 鴇田穂高，本野睦樹，原英嗣，三間和樹，水野祐貴，中島裕輔，村上正浩，吉田聡，佐土原聡：都市再生安全確保計画に関する実態調査　その5　策定地域及び退避施設の情報収集・伝達手段の整備状況，日本建築学会大会学術講演梗概集，2020年9月
5. 井後尋斗、横山計三：災害時における低エネルギー空調システムに関する研究、2020、日本建築学会大会学術講演集

6. 横山計三：蓄熱式太陽熱集熱パネルに関する研究、日本太陽エネルギー学会講演論文集、2020

7. 井後尋斗、横山計三：災害時における低エネルギー空調システムに関する研究　～間接蒸発冷却器と太陽熱集熱器の性能評価～、2020、日本太陽エネルギー学会講演論文集

8. 横山計三：蓄熱式太陽熱集熱パネルに関する研究、日本太陽エネルギー学会講演論文集、2020
9. 田島氷河，水野　修, 小型自立移動式災害対策支援ユニットへの災害情報共有方式の実装, 電子情報通信学会技術報告　ICTSSL2020-27, 2021年1月28日

10. 田島氷河，水野　修, 小型自立移動式災害対策支援ユニットの評価, 2021年電子情報通信学会総合大会，A-18-1, 2021年3月11日

11. 磯貝吉春，田島氷河，水野　修, 災害時/平常時に向けた自立移動式災害対策支援ユニットを用いた情報提供システムの構築, 2021年電子情報通信学会総合大会，A-18-2, 2021年3月11日．

外部資金の獲得

1. 水野 修、文部科学省・科研費・基盤C一般／平成30～32 年度／1,100 千円、不安定なアクセス状況下における自律的なデータ発見配備方式(研究代表）
輩出した博士・修士・学士（博士は氏名・表題・取得年月日、その他は人数のみ）
学士11名・修士2名
